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Formerly, in Japan, many museums were places of serious education. �
　　There sat precious materials and plates that showed magnificent explanations;�
　　　　　　the visitors had to view them silently. The air was serious and grand. �
The atmosphere of this place of education was filled with dignity from top to bottom.�
　Only a little amusement was permitted at places of education. For some people, �
　　　　　the word museum  is synonymous with boredom. �
　　　These past 50 years, museums have been trying to completely change this. �















































































The Making of New Exhibitions of Past Cultures
■はじめに�
　このニューズレターの6号で「展示における昔を考える」
と題して、小学校4年生の社会科のカリキュラムに関連さ
せた学習資料展、いわゆる「昔のくらし」展において、
どのような時代を展示しているのかを考えてみた。この
展示は、今日では失われてしまった生活の知恵や技を生
かして自然環境を利用していたくらしを出発点に、現在
に至る身近な生活の歴史を対象にしている。そのなかで
表現される「昔のくらし」が、地域の古老や祖父母世代
が経験した戦前のくらしから、父母世代が経験した戦後
のくらしへと時代設定の比重を移していることを述べた。
そこには、この十数年間「昔のくらし」展が開催され続
けている状況のなかで、子どもに昔を伝える身近な大人
の生活経験の推移が要因となっていることを考えた。こ
のような生活経験の変化は、歴史系博物館において戦後
生活の資料を収集対象にし、その結果、家電製品を備え
た昔のくらしを表した戦後生活再現展示という新たな動
きをつくり出している。�
　それでは、博物館において展示されたテレビが置かれ
ていなかった戦後生活以前の「昔のくらし」は、どのよ
うな時代の生活を表しているのであろうか。�
■野外博物館における民家の生活再現展示�
　さて、「昔のくらし」を再現した展示における具体例の
一つとして、野外博物館における民家の生活再現展示を
挙げることができよう。この写真（1、2）は、スウェーデ
ンのストックホルムにある1891年に設立された世界最初
の野外民家博物館であるスカンセンで展示されたくらし
（兵士の家）を写している。伝統的な家屋を中心にその屋
敷、耕地、家畜なども含んだ生活環境と、そこでの生活
者に扮したスタッフの活動を混じえた生活の姿が再現さ
れている。スカンセンの生活再現展示は、リビングヒス
トリーミュージアムとして多くの影響を他国の博物館に
与えたと指摘されてきている。�
　この国の本格的な野外民家博物館は、戦前において日
本民族博物館の野外展観が計画され、今和次郎によって
スカンセンを模した鳥瞰図が作成されたがその時にはつ
くられず、戦後になってから日本民家集落博物館などに
よって実現されたことが知られている。現在、40数館を
数える野外民家博物館のなかで、実際規模の一軒の家屋
敷として、主（母）屋、付属屋を配置した屋敷地、さら
に周辺の耕地を揃えた生活環境を再現した館は、1986年
に開館した千葉県立房総のむらまで待たなければならな
かったと私は考えている。それまでの一般的な傾向とし
ては、各館で独自の生活環境の整備を行っていること、
移築する民家の位置する散村と集村の屋敷地の違いを踏
まえても、屋敷地全体ではなく、主屋を単独で移築して
いることが多かったのは確かであろう。�
　それでは、なぜ、主家が単独で移築されたのだろうか。
もちろん、各館の敷地面積、予算規模などの経済的な要
因による影響が大きいと考えられ、その理由は個別に検�
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